




















 本研究では「母体に由来する過剰な GC が、胎児の脳の発達、特に神経幹細
胞の分化過程に影響を与える」という仮説を立て、検証することを目的とした。
胎生 14.5日齢のラット胎仔終脳より、培養した神経幹細胞を、増殖培地で 3日
間、さらに分化誘導培地で 5 日間培養した。高ストレス時に活性化する GC 受
容体（GR）と高親和性をもつ合成 GC、デキサメサゾン（Dex）を神経幹細胞
に作用させることで、in vitroにおいて高ストレス状態を再現し、神経幹細胞の




る Janus kinase（JAK）/signal transducer and activator of transcription




の結果から、GC は EGFR の発現を低下させることで STAT3 や mTOR シグナ
ルを調節し、神経幹細胞からグリア細胞への分化過程を制御していることが示
唆された。 
 
